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駅を中心に山口が変わる！！　　　　　　　2
■知っていますか？障害者差別解消法
■山口市の財政状況
■市政トピックス
■県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■国際交流員コラム「ホストタウンってしっちょる？」
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駅前通りの整備後イメージ

　
市
で
は
、
新
山
口
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
と
市
お
よ
び
県
央
部
の
活
性
化

を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
タ
ー
ミ
ナ
ル

パ
ー
ク
整
備
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
に
は
、
南
北
自
由
通

路
や
橋
上
駅
舎
が
完
成
し
、
昨
年
３
月

に
は
北
口
駅
前
広
場
が
全
面
供
用
を
開

始
す
る
な
ど
、
山
口
県
の
陸
の
玄
関
と

し
て
の
装
い
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
本
年
３
月
18
日
に
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
総
ま
と
め
と
な
る
「
新
山

口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
」
の
建
設
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▲今まで混在していたタクシーと一般車を分
離することで、混雑の解消された安全性・利
便性の高い駅前広場となります。

３　駅前通りとアクセス道路

3 月 21 日に南北自由通路で行われ
たマルシェ。今後もこうしたイベン
トが行われ、駅を中心に賑わいが生
まれます。

本年度末完成予定

新山
口駅

南口
（新
幹線
口）
駅前
広場

橋上駅舎

自家用車

交流スペース

タクシー

観光バス

２

３

２　南口（新幹線口）駅前広場

３

アクセス道路

を
中
心
に
山
口
が
変
わ
る
!!

問い合わせ

新
山
口
駅
拠
点
施
設
整
備
推
進
室

☎
０
８
３

９
３
４

２
６
７
６

都
市
整
備
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
９
３
５

駅前通り（市道矢足新山口駅線）

１　新山口駅北地区拠点施設

国
道
９
号

ホール内観イメージ

北口駅前広場

４

南北自由通路

５

エ
リ
ア
内
道
路

県央部多部制
定時制高校整備
（山口県事業）

駅

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

立体駐車場

多目的ホールＡ

公的機関等オフィスＢ
アカデミーハウスＤ

ライフイノベーションラボＣ

アクセス道路（本年度末完成予定）

多目的ホールＡ

北口駅前広場４

産業交流スペース

民間再開発
予定地令和 5 年度末完成予定

駐車場

１

▲駅前通りでは、北口駅前
のシンボルロードにふさわ
しい安全・快適な都市空間
の形成に向け、無電柱化や
美装化などを進めます。

山口宇部道路の長谷ＩＣ
と新山口駅を結ぶアクセス
道路（県事業）が整備され
ます。

▼

「出会う つながる 生まれる 
広がる」を全体コンセプトに
掲げ、最大２千席の収容能力
を有する多目的ホールを中心
に、交流とにぎわい、新たな
ビジネスを創出する「産業交
流拠点」です。令和３年４月
の供用開始に向け、施設整備
を進めています。

▼

北口駅前広場（Ｈ30.3 完成）４ 南北自由通路（Ｈ27.10 完成）５

多目的ホール
「1,200 人ホール」「1,500 人ホール」
「2,000 人ホール」「平土間形式（1,000
㎡）」として利用可能な可変型ホール。
公的機関等オフィス
産業支援や人材育成に資する公的機関等
のオフィス。
ライフイノベーションラボ
市民の健康意識の醸成を目的としたコミ
ュニティづくりの場や健康寿命の延伸等
を目指したフィットネスジムなどを整備。
アカデミーハウス
学生や若い社会人などを対象とした居住
型の人材育成施設（21 戸）。

実践的なビジネス支援を行うとともに、
新たな交流やビジネスコミュニティを日
常的に生み出す場。

誘致企業で働く人やふるさと山口への回
帰を望む人たちの住まいの受け皿となる
賃貸住宅（3 棟 35 戸）。

環境配慮住宅

駐輪場

令和２年度末完成予定
施設東側から見たイメージ



4市報やまぐち　2019 年（令和元年）5月 1日号5 市報やまぐち　2019 年（令和元年）5月 1日号

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

当
な
差
別
的
取
扱
い
が
な

く
な
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
そ

の
障
が
い
や
社
会
的
な
制
約
に
よ
っ

※イラストは、内閣府発行のリーフレット「『合理的配慮』を知っていますか？」のものを使用しています。

た
ち
は
皆
、
さ
ま
ざ
ま
な
違

い
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
そ
れ
な
の
に
、
障
が
い
と
い
う

違
い
を
原
因
と
し
た
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
が
許
さ
れ
る
と
、
と
て
も
暮

ら
し
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
暮
ら
し
に
く
く
な
る
の
は
、
現
在
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
や
病
気
な
ど
で
、

心
身
に
い
つ
変
化
が
起
こ
る
か
は
、

誰
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。
社

会
が
寛
容
で
あ
る
こ
と
は
、
今
を
生

き
る
誰
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
な

の
で
す
。

て
、
日
常
生
活
に
制
限
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
障
が

い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲

で
、
社
会
的
な
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を

取
り
除
く
た
め
の
配
慮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て

い
る
と
き
に
、
そ
の
人
の
障
が
い
に

合
っ
た
必
要
な
工
夫
や
、
対
応
を
す

る
こ
と
を
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
い

ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
役
所
は

必
ず
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

会
社
・
お
店
な
ど
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
困
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る

だ
け
努
力
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
次
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ

う
な
事
例
で
す
。

▶受付の対応を拒否する。▶本人を無視して付き添いの人だ
けに話しかける。

の
法
律
の
目
指
す
も
の
は
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

の
実
現
で
す
。
で
す
か
ら
、
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
役

所
や
会
社
・
お
店
な
ど
を
問
わ
ず
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
当
な
理
由
も

な
く
、
以
下
の
イ
ラ
ス
ト
の
事
例
の

よ
う
に
、
障
が
い
を
理
由
に
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

▶受験や入学を拒否する。

▶障がい者向け物件はないと言っ
て対応しない。

▶保護者や介助者が一緒にいない
とお店に入れない。

▶障がいのある人の意思を十分
に確認しながら代筆する。

私こ

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

不

▶写真やタブレット端末などを
使ってわかりやすく説明する。

▶段差がある場合はスロープな
どを使って補助する。

▶障がいのある人の特性に応じ
て座席を決める。 障がい福祉課 ☎ 083-934-2794  　 083-934-4142

平成 28 年 4 月の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）
の施行から、3 年が経過しました。この法律が、私たちに求めていることは何でしょうか。その趣旨を、
あらためて振り返ってみたいと思います。

業
者
や
地
域
団
体
・
市
民
活

動
団
体
の
皆
さ
ん
が
合
理
的

配
慮
を
行
う
環
境
を
整
え
や
す
い
よ

う
に
、
本
市
で
は
平
成
30
年
８
月
１

日
か
ら
助
成
金
制
度
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
合
理
的
配

慮
が
普
及
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

の
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
支
援
す
る

助
成
金
は
、
１
対
象
者
あ
た
り
年
額

５
万
円
が
上
限
で
、
こ
の
金
額
内
で

あ
れ
ば
複
数
の
取
り
組
み
を
自
己
負

担
な
し
で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
制
度
の
申
請
方
法
は
以

下
に
示
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
す
る
だ
け
で

な
く
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
互
い
を
思
い
や
る
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
こ
の

法
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
今

後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合理的配慮の提供支援に係る助成金制度について（事業者・地域団体・市民活動団体対象）

1

障害者差別解消法

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

事

2

3

4

申請者は、経費を支払ったら、領収書を添
付のうえ、完了報告書を障がい福祉課に提出。

助成金確定通知が届いたら、申請者は助成
金請求を行う。その後、市が助成金を支給。

市から申請者に助成の決定を通知。申請者は
合理的配慮の提供を実施し、経費を支払う。

知 っ て い ま す か ？

問

実施したい合理的配慮の提供について事前
に障がい福祉課に相談し、申請を行う。

　【対象となる例】
　・コミュニケーションツールの作成
　　点字メニューの作成、コミュニケーション
　　ボードの作成など
　・物品購入費
　　筆談ボード、段差解消ス
　　ロープ、対話支援機器、
　　耳マークの購入など

対話支援機器
「comuoon」
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市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
平
成
30
年
度
下
半
期
（
平
成
30

年
10
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月
31
日
）
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度
は

4
月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で

で
す
が
、
令
和
元
年
5
月
31
日
ま
で
は

現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た
め
、
決
算

額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

財
政
課 

☎ 

０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
０

■
一
般
会
計

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
予
算

は
、
当
初
予
算
に
平
成
29
年
度
か
ら

の
繰
越
額
35
億
５
５
８
８
万
円
を
含

め
た
、
９
０
７
億
５
８
８
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
増
額
・

減
額
補
正
を
行
い
、
最
終
の
予
算
は

９
３
３
億
２
１
５
０
万
円
（
市
民
1
人

当
た
り
約
49
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
下
半
期
の
主
な
増
額
補
正
予
算
】

・
小
中
学
校
、
幼
稚
園
施
設

　
　
　

空
調
設
備
整
備
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
費

（
国
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備

　
　
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」
の
活
用
）

36
億
６
０
０
０
万
円

３ 市債等の収支状況（３月末現在）

2 特別会計の収支状況（３月末現在）

※予算現額には、平成 29 年度からの繰越額 35 億 5,588 万円を含んでいます。

【収入済額合計】
646億4,201万円

（収入済率 69.3％）

【執行済額合計】
825億5,782万円

（執行済率 88.5％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

118 億8,550 万円
　92 億1,073 万円（77.5％）

64 億1,153 万円

65 億1,066 万円

17 億3,034 万円

47 億4,100 万円

41 億 2,501 万円（64.3％）

31 億　867 万円（47.8％）

49 億5,034 万円（104.4％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 214 億 9,687 万円 193 億 2,459 万円 89.9％

後 期 高 齢 者 医 療 30 億 1,443 万円 27 億 5,936 万円 91.8％

介 護 保 険 180 億２,667 万円 144 億 3,761 万円 80.1％

介護サービス事業 4,432 万円 4,031 万円 91.0％

駐 車 場 事 業 5,843 万円 5,292 万円 90.6％

鋳 銭 司 第 二 団 地 770 万円 ０万円 0.0％

簡 易 水 道 12 億 7,668 万円 4 億 8,978 万円 38.4％

地 域 下 水 道 654 万円 413 万円 63.1％

国 民 宿 舎 7,950 万円 7,924 万円 99.7％

特 別 林 野 1,055 万円 1,002 万円 95.0％

合 計 440 億 1,169 万円 371 億 9,796 万円 84.5％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
執行済額

195 億 4,836 万円 90.9％ 102,278 円

28 億 6,268 万円 95.3％ 14,978 円

153 億 7,716 万円 85.3％ 80,454 円

4,340 万円 97.9％ 227 円

3,541 万円 60.6％ 185 円

681 万円 88.4％ 36 円

10 億 5,383 万円 82.5％ 5,514 円

492 万円 75.2％ 26 円

7,905 万円 99.4％ 414 円

674 万円 63.9％ 35 円

390 億 1,836 万円 88.7％ 204,147 円

区　　　分 平成 30 年度末
現在高

1 人当たりの
現在高

一 般 会 計 942 億 3,354 万円 493,036 円

特 別 会 計 25 億 7,348 万円 13,465 円

合 計 968 億 0,702 万円 506,501 円
上 記 に 対
す る 利 息 38 億 1,467 万円 19,959 円

一 時 借 入 金 ０円 0 円

  これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。財政健全化に向けた取り組み内容を示した「山
口市財政運営健全化計画」や、本市の財政状況を分かりやすく一般家庭に例えた「山口市の台所事情」も掲
載しています。詳しくは【山口市 財政 30 年度】または、【山口市 台所事情 30 年度】で検索。

市債は、学校や道路、公園などを整備するための借入金
です。
長期間にわたって使用するこれらの施設については、建
設時だけでなく後年度に使用する方にも負担を求めるこ
とで、世代間の負担の公平を図るという効果も有してい
ます。市では、返済計画に配慮しながら将来の世代に過
度な負担を残さないよう、国の財政支援措置がある市債
を有効に活用し、実質的な将来負担の抑制などに取り組
んでいます。

※使用料および手数料等には、使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他の交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
　得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を含んでいます。
※市債は、対象事業完了後の借り入れとなるため、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

431,948 円

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

289 億9,094 万円

31 億3,403 万円
29 億6,864 万円（94.7％）

153 億1,640 万円
155 億3,305 万円（101.4％）

203 億1,958 万円
  6 億2,450 万円（3.1％）

261 億　912 万円
264 億　649 万円

119 億3,869 万円
100 億2,969 万円（84.0％）

95 億6,472 万円
95 億6,221 万円（100.0％）

61 億1,647 万円
55 億　817 万円（90.1％）

107 億6,072 万円
  92 億5,614 万円（86.0％）

35 億4,177 万円
32 億9,906 万円（93.2％）

42 億4,497 万円
34 億8,898 万円（82.2％）

 3 億5,241 万円
  2 億2,987 万円（65.2％）

5 億 9,385 万円
4 億 9,541 万円（83.4％）

１人当たりの
執行済額

山
口
市
の

財
政
状
況

歳入

歳出

市 税 市民税や固定資産税、都市計画
税、たばこ税、軽自動車税 など

市 債 公的機関や銀行などからの借
入金

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じ
て県や市に配分されるもの

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料 など

そ の 他 の
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障がい者福祉、子育て支
援 など…1 人当たり 130,118 円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅
の管理、整備など…67,233 円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税の
賦課徴収  など　…52,476 円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社
会教育 など　　   …48,429円

公 債 費 市債の償還など　　  
 …50,030 円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、
ごみ処理 など　…28,819 円

農 林 水
産 業 費

 農林水産業の振興など
…18,255 円

消 防 費 消防や救急、防災対策 など
…17,261 円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘
致 など　　　　   …15,532円

そ の 他 議会運営、雇用 など
…2,592 円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧 
など　　　　　　  …1,203円

248 億6,940 万円

（98.9％）

（85.8％）

9 億8,059 万円（56.7％）

140 億8,293 万円
128 億5,025 万円（91.3％）

・
畜
産
農
家
支
援
事
業
費

（
県
の
「
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等

特
別
対
策
事
業
補
助
金
」
の
活
用
）

４
億
４
５
２
万
円

・
小
中
学
校
施
設
安
心
安
全
推
進
事
業
費

（
国
の
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」

の
活
用
）

２
億
５
５
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費

（
国
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
　
　
　
　
　
事
務
費
補
助
金
」
の
活
用
）

　
１
３
８
９
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
３
月
末
の
収
支
状
況

は
、
下
記　

 

の
通
り
で
す
。

■ 

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を
行
う

場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末
の
収
支
状

況
は
、
下
記 　
の
通
り
で
す
。

■ 

市
債

　
３
月
末
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
下
記

　

 

の
通
り
で
す
。

※
市
民
１
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出
は
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
で
あ

る
19
万
１
１
２
９
人
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

１
2

3

…予算現額
…収入済額

…予算現額
…執行済額

3 月にリニューアルオープンした
市立中央図書館

※
予
算
は
千

円
単
位
で
す

が
、
見
や
す

く
す
る
た

め
、
万
円
単

位
で
記
載
し

て
い
ま
す
。
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「
山
口
ゆ
め
回
廊
博
覧
会
」

実
行
委
員
会
総
会
を
開
催

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

３
月
29
日
（
金
曜
日
）、
山
口
県
央
連

携
都
市
圏
域
（
山
口
市
、
宇
部
市
、
萩
市
、

防
府
市
、
美
祢
市
、
山
陽
小
野
田
市
、
島

根
県
津
和
野
町
）
で
開
催
す
る
「
山
口
ゆ

め
回
廊
博
覧
会
」
実
行
委
員
会
第
1
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
ゆ
め
回
廊
博
覧
会
は
、
各
市
町
に

主
会
場
を
置
き
、
圏
域
の
美
し
い
伝
統
・

文
化
や
自
然
な
ど
を
幅
広
く
ア
ー
ト
と
し

て
捉
え
、
周
遊
を
促
進
す
る
「
オ
ー
プ
ン

エ
リ
ア
型
」
の
博
覧
会
と
し
て
開
催
す
る

も
の
で
す
。
博
覧
会
を
令
和
３
年
７
月
か

ら
12
月
に
、
プ
レ
博
覧
会
を
令
和
２
年
７

月
か
ら
９
月
に
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
首
都
圏
・
関
西
圏
な
ど
の
大
都
市
圏

や
、
福
岡
・
広
島
な
ど
の
近
隣
都
市
圏
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
と
と

も
に
、
今
後

の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の

増
加
を
見
据

え
た
形
で
取

り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

　

開
会
に
あ

た
り
、
山
口

TOPICS

問 県
央
連
携
都
市
圏
域
推
進
協
議
会
会
長
の

渡
辺
市
長
は
、「
圏
域
の
魅
力
を
さ
ら
に

引
き
出
す
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
圏

域
住
民
の
皆
様
に
も
新
た
な
魅
力
の
発
見

や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
産
学

官
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

県
央
博
覧
会
準
備
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
１
４
６

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
震
災

で
得
た
教
訓
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
3
月
16
日

（
土
曜
日
）、「
３・11
震
災
対
応
総
合
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
発
生
し

た
土
砂
災
害
を
想
定
し
、
小
郡
新
町
の
消
防

団
小
郡
訓
練
場
で
災
害
現
場
を
再
現
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
学
生
消
防
団
と
白
石
小
学
校

5
年
生
の
児
童
に
よ
る
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

や
、
消
防
隊
員
の
捜
索
救
助
の
ほ
か
、
倒
壊

家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
出
や
、
土

砂
に
埋
も
れ
た
車
を
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
を

３
・
11
震
災
対
応
総
合
訓
練
を

実
施

使
い
引
き
出

し
、
閉
じ
込

め
ら
れ
た
人

（
人
形
）
を
救

出
す
る
救
助

技
術
の
確
認

も
行
い
ま
し

た
。
訓
練
終

了
後
、
市
長

は
「
訓
練
で

得
た
成
果
や

課
題
を
検
証
し
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
大
規
模
災
害
の
発
生

に
備
え
、「
自
助
」、「
共
助
」
と
連
携
し

て
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
本
部
救
急
救
助
課
☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
２
６
０
４

　

3
月
15
日
（
金
曜
日
）、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
長
谷
ポ
ン
プ
場
の
完
成
披
露
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
長
谷
ポ
ン
プ
場
は
、
Ｊ
Ｒ
新
山
口

駅
北
側
の
市
街
地
の
う
ち
、
合
流
式
下
水

道
区
域
約
１
０
０
ｈ
ａ
の
下
水
を
集
め
、

小
郡
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
送
水
す
る
と
と
も

に
、
大
雨
の
際
に
は
大
量
に
流
入
す
る
雨

水
を
、
隣
接
す
る
長
通
り
雨
水
幹
線
へ
排

水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
を
浸
水
被

害
か
ら
守
る
役
割
を
担
う
重
要
な
施
設
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
稼
働
し
て
き
た
旧
長
谷
ポ
ン

プ
場
は
、
供
用
開
始
か
ら
約
50
年
以
上
が

経
過
し
た
こ
と
か
ら
施
設
全
体
の
老
朽
化

が
著
し
く
、
平
成
23
年
度
に
全
面
的
に
再

構
築
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
Ｊ
Ｒ
新
山
口

駅
南
西
に
位
置
す
る
小
郡
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
地
に
お
い
て
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
ポ
ン
プ
設
備
に
つ
い
て

は
昨
年
工
事
が
完
了
し
、
運
転
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
残
っ
て
い
た
工

事
に
つ
い
て
も
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
披

露
式
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
に
は
約
7
年

の
歳
月
と
総
事
業
費
約
54
億
円
を
要
し
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
市

長
は
、「
こ
の

長
谷
ポ
ン
プ

場
は
、
小
郡

合
流
式
下
水

道
に
お
け
る

汚
水
処
理
の

中
核
を
担
う

だ
け
で
な
く
、

大
雨
時
の
雨

水
貯
留
機
能

を
強
化
し
た
こ
と
で
市
街
地
の
浸
水
被
害

を
軽
減
で
き
、
安
全
で
快
適
な
都
市
環
境

の
創
出
に
大
い
に
寄
与
す
る
な
ど
、
小
郡

都
市
核
の
発
展
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
都
市
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
通
じ
、
魅
力
的
な
都
市
空

間
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
完
成
を
記
念
し
、
小
郡
地
域

の
固
有
の
花
木
で
あ
る
「
オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク

ラ
」
が
、
式
典
出
席
者
に
よ
り
場
内
に
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

６
６
９
２

　

3
月
23
日
（
土
曜
日
）、
改
修
工
事
の

た
め
2
月
1
日
か
ら
閉
館
し
て
い
た
中
央

図
書
館
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
で
は
、
図
書
館
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
エ
リ
ア
に「
交
流
ス
ペ
ー
ス
」を
新
設
。

曲
線
が
特
徴
の
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
当
日
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
音
楽
ラ
イ
ブ
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
研
究
室
な
ど
3
室
に
分
か
れ

て
い
た
「
共
同
利
用
ス
ペ
ー
ス
」
は
1
室
に

集
約
し
、
通
常
時
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

開
放
す
る
ほ
か
、
同
館
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
利
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
が
利
用
で
き
る
情
報
検
索
ス
ペ
ー
ス
を

新
設
し
た
ほ
か
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
各
5
台
を
館
内
貸
出
用
と
し
て
配
備

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ふ
た
付
き
の
飲
み
物
で
あ

れ
ば
持
ち
込
め
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
よ

り
も
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
図
書
館
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
行

わ
れ
た
式
典

で
、
市
長
は

「
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中

で
よ
り
多
く

の
人
が
集
ま

り
や
す
い
図

書
館
に
な
っ

た
。今
後
の
図

書
館
に
お
け

る
新
た
な
展
開
を
予
感
さ
せ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
井
栄
治
館
長
は
「
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
し
て
利
用
者
を
増
や
し
た
い
。
市

民
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
な
れ
る
よ
う
な

図
書
館
を
目
指
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
約
３
０
８
０
万
円
。
同
館

は
平
成
15
年
11
月
に
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
共
に
開

館
し
、
蔵
書
は
約
38
万
冊
。
開
館
時
間
は

10
時
～
19
時
（
土
日・祝
日
は
17
時
ま
で
）、

火
曜
休
館
で
す
。

中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐

１
０
４
０

　

4
月
5
日
（
金
曜
日
）、
新
山
口
駅
北

地
区
拠
点
施
設
建
設
工
事
の
起
工
式
を
建

設
予
定
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
は
、
令
和

３
年
４
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、
県

内
最
大
の
２
０
０
０
席
の
収
容
能
力
を
有

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
や
用
途
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
可
変
型
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を

は
じ
め
、
起
業
創
業
支
援
の
窓
口
の
開
設

や
、
多
様
な
人
材
、
企
業
、
大
学
か
ら
の

情
報
や
知
恵
が
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の

拠
点
、
更
に
は
、
医
療
機
関
と
連
携
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
に
適
し
た
運
動
を
提
供

す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
含
む

「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
等
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
起
工
式
で
市
長
は
、「
令
和
と
い
う
新
し

い
年
号
の
時
代
を
象
徴
す
る
、
山
口
市
、
山

口
県
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
交
流
拠
点
と
な

る
よ
う
、
関
係
者
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
広
域
高
速
交
通
網
の

結
節
点
で
あ
る
新
山
口
駅
周
辺
を
産
業
交

流
拠
点
と
位

置
付
け
て
県

全
体
の
交
流

人
口
の
拡
大
、

都
市
型
産
業

の
集
積
を
図

り
、
山
口
県

ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
ビ
ジ
ネ

ス
街
の
形
成

を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
山
口
駅
拠
点
施
設
整
備
推
進
室
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
７
６

※
本
号
２
、３
ペ
ー
ジ
で
拠
点
施
設
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

総会で委嘱状を交付する市長

再現された土砂災害

完成した長谷ポンプ場（北面）

問   

新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
建

設
工
事
の
起
工
式
を
開
催

問

起工式で挨拶する市長

新設された交流スペース

長
谷
ポ
ン
プ
場

完
成
披
露
式
を
開
催

問

問   

子どもたちの「れいわ」という、元気な掛け
声を聞きながらシャッターを切りました。

表
紙
の
写
真

初し
ょ
し
ゅ
ん
春
の
令れ
い
げ
つ月
に
し
て
、
気き
よ淑
く
風か
ぜ
や
わ
ら和ぎ

　
表
紙
の
写
真
は
、
大
殿
小
学
校
６

年
生
の
書
写
の
時
間
の
ひ
と
コ
マ
で

す
。
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は
新
元

号
の
「
令
和
」
と
い
う
文
字
を
、真
っ

白
な
半
紙
い
っ
ぱ
い
に
書
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
同
じ
お
手

本
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
、
新
た
な

時
代
の
ペ
ー
ジ
に
銘
々
の
思
い
を
記

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
令
和
」
は
、
ど
ん
な
時
代
と
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

越
し
に
見
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
か
ら

は
、
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
時
代
と

な
る
予
感
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

問 広報広聴課☎ 083-934-2753
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約 50 の萩焼窯元や販売店が出店
し、5 日間大即売を行います。萩
の特産品の販売などもあります。
日時　5 月 1 日（水・祝）～ 5

日（日）９時～ 17 時 30 分
場所　萩市民体育館
問 萩 商 工 会 議 所 ☎ 0838-25-
3333

日時　5 月 25 日（土）16 時 30
分～ 21 時、5 月 26 日（日）
10 時～ 16 時（雨天決行）

場所　住吉神社および周辺（山陽
小野田市東住吉町）

問 住吉まつり復活委員会事務局
（須恵公民館内）☎ 0836-83-
3360

「ＮＨＫみんなのうた」でおなじ
みの半﨑美子とピアニスト小原
孝のデュオコンサート
日時　5 月 23 日（木）18 時

30 分
場所　宇部市渡辺翁記念会館
問 宇部市文化創造財団☎ 0836-

35-3355

毎月２回、日曜日の午前と午後に
神楽を披露します。演目は行って
みてのお楽しみです。
日時　5 月 5 日（日）、19 日（日）

のいずれも 11 時～、14 時～
場所　道の駅津和野温泉なごみの里
問 道の駅津和野温泉なごみの里

☎ 0856-72-4122

半﨑美子・小原孝
デュオコンサート

普段は入れない美祢社会復帰促進
センター内の施設見学（希望者多
数の場合は先着順）もあります。
日時　5 月 26 日（日）9 時～

15 時
場所　美祢社会復帰促進センター

美祢社会復帰促進センター
☎ 0837-57-5131

山口県央連携都市圏域では、多
彩なイベントを開催中。さらに多
くの情報は右のＱＲコードから。

萩焼まつり
豊田前
愛のまごころ矯正展 2019 石見神楽公演

復活！住吉まつり

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

少年用の甲
かっちゅう

冑を中心にした「端
午飾り」ほか、大名家の男性に
まつわる名品を展示します。
日時　5 月 26 日（日）まで 9

時～ 17 時（入館は 16 時 30
分まで）

場所　毛利博物館
問 毛利博物館☎ 0835-22-0001

企画展『端午』防府

問

スペイン講座：サマースクール

　去年の夏休み期間中、市内 10 地
域において小中学生を対象としたス
ペイン講座を実施しました。姉妹都
市のパンプローナ市やホストタウン
事業について説明した後、スペイン
の遊びを一緒に体験して大いに盛り
上がりました。講座の中で、パンプ
ローナ市内にある日本庭園の「やま
ぐち公園」や「サンフェルミン祭り」（通称「牛追い祭り」）
に参加するお侍さんや巨大人形について紹介すると、子
どもたちは一様に驚いた様子でした。今年もスペインを

身近に感じてもらえるよう、スペインに関する講座など
で地域に伺いますので、ぜひ一緒に学びましょう！

地域行事への参加

　去年は、地域のおまつりや運動会にも参加しまし
た。「宮野まつり 2018」では、ホストタウン事業の
パネル展示をはじめ、私の故郷であるバスク（ナバラ
を含む）地域に伝わる民謡を伝統衣装姿で演奏させ
てもらいました。また、「第 62 回仁保地区大運動会」
では、サマースクールで大好評だったバスクの伝統的
なゲーム「収穫ゲーム」を披露し、地域の方々にも参
加していただきました。

問 国際交流課 ☎ 083-934-2725

去年の「スペインフィ
エスタ」に現れた山
口版巨大人形

学校訪問でスペイン水
泳代表の合宿の様子や
スペインについて学ぶ
子供たち 

地域行事へ参加し、バ
スク民謡の代表曲を生
演奏する国際交流員や
スペインからの留学生

山口市国際交流員
エフライン

今回は、去年実施した「サマースクール」
と「地域行事への参加」についてご紹介
します。

vol.2

作り方
１ブロッコリーを小房に平

たく切り分け、茹でる。

２めんたいこは薄皮を除き、
卵とマヨネーズと混ぜ合
わせる。

３水けを拭いたブロッコ
リーに、小麦粉をまぶし
て２の液にくぐらせる。

４フライパンに油を熱し、
３を入れて押しつけなが
ら、両面をこんがりと焼
く。

※焼くときに、残ったピカ
タ液をフライパンに流し
入れて焼くと上手く焼け
ます。

材料（４人分）
ほうれんそう………２束
アーモンド………２０ｇ
オリーブ油……大さじ１

ちりめんじゃこ…１５ｇ
めんつゆ（ストレート）
　　　　 ………大さじ１
塩こしょう…………少々

ブロッコリーを平たく切ってお焼きのように

噛めば噛むほどアーモンドの風味が広がる

材料（４人分）
ブロッコリー……２株　
めんたいこ……５０ｇ
卵…………………２個

マヨネーズ……大さじ２
小麦粉……………４０ｇ
オリーブ油……大さじ１

作り方
１ほうれんそうは茹でて、

水けをしぼり、４ｃｍの
長さに切る。アーモンド
を粗く刻む。

２フライパンにオリーブ油
を熱し、アーモンドとち
りめんじゃこをカリカリ
に炒める。

３ほうれんそう、めんつゆ
を加えて炒める。

４塩こしょうで味を調え
る。

　１日 3 食、主食・主菜・副菜のそろっ
た食事が習慣になることを目指し、「緑色
の野菜が主役のかんたんおかず」を募集
しました。小中学生が考えた「第１3 回
ぼく・わたしのお料理コンクール」の入
賞作品を紹介します。（学年は昨年受賞時）
　受賞作品の作り方などを掲載したリーフ
レットは、各保健センターにあります。

健康増進課 ☎ 083-921-2666問

附属山口中２年 志賀基和さん考案

はごたえバツグン！
ほうれん草のいためもの

ブロッコリーの
めんたいマヨピカタ

大歳小 4 年 原田琴音さん考案
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5/1（水・祝） 開催中のイベント

イベントカレンダー5
月

5/2（木・休）

5/6（月・休）

5/6（月・休）まで

来年 2/11（火・祝）まで

テーマ展示「四季詩集 -- 中也
とめぐる春夏秋冬」

    中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430
問所

6/1（土）

山
口
市
長

端午 de さんぽ

大路ロビー
☎ 083-920-9220

大殿大路界隈
問
所

ゴールデンウイーク新緑びより
問所 　重源の郷
　☎ 0835-52-1250

5/26（日）

5/19（日）

5/25（土）

森フェス～癒しの森のネイチャー
ライフ元年！～

実行委員会
☎ 0835-52-1122

国立山口徳地青少年自然の家
問
所

お田植まつり

県央商工会阿東支所
☎ 083-956-0032

道の駅願成就温泉前田んぼ
問
所

ツール・ド・ヤマグチ湾

実行委員会
☎ 080-2903-9596

山口きらら博記念公園（発着点）
問
所

阿知須浦まつり（十七夜祭・花
火大会）

実行委員会
☎ 0836-65-2129

阿知須浦地区ほか
問
所

お写
しゃ

ん歩
ぽ

フォトラリー

大路ロビー
☎ 083-920-9220

大内氏ゆかりのスポット
問
所

湯田温泉スリッパ卓球大会

実行委員会
☎ 083-925-6843

やまぐちリフレッシュパーク、
湯田温泉内ホテル

問

所

講演会「大内義隆の遷都計画
- もうひとつの戦国時代 -」

文化財保護課
☎ 083-920-4111

山口県教育会館
問
所

山口オクトーバーフェスト（4/26〜）

yab 山口朝日放送
☎ 083-933-1111

中央公園特設会場
問
所

10 箇 所 の 大 内 氏 ゆ か り の ス
ポットを巡って見本と同じ写真
を撮影し、ゴールの大路ロビー
で撮った写真を見せると抽選で
プレゼント（クラフト商品）が
当たります。

市長杯争奪高等学校野球大会

スポーツ交流課
☎ 083-934-2912

山口マツダ西京きずなスタジ
アム

問

所

昔のくらし展示「大・台所展」
問所 　歴史民俗資料館
　☎ 083-924-7001

青空天国いこいの広場

実行委員会
☎ 083-902-0892

中心商店街
問
所

令和改元  SL「やまぐち」号出発式

山口線ＳＬ運行対策協議会
☎ 083-933-3204

新山口駅
問
所

5/5（日・祝）

令
和
に
つ
な
ぐ

　
５
月
１
日
か
ら
新
し
い
元
号
「
令
和
」

の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
令
和
」

に
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

平
成
の
30
年
間
は
、
地
方
分
権
の
時
代

と
も
言
わ
れ
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移

譲
や
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
と
し
て
の
市

町
村
合
併
の
推
進
な
ど
、
私
た
ち
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
と

同
時
に
、
自
治
体
の
基
盤
も
確
立
し
た
時

代
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
令
和
」
の
時
代
は
「
平
成
」
の
成

果
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
志
向
の
地
方
自

治
が
花
開
く
世
紀
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
山
口
市

に
は
、
１
２
０
０

年
前
の
周
防
鋳
銭

司
、
５
５
０
年

前
の
大
内
文
化
、

１
５
０
年
前
の
明

治
維
新
と
い
っ
た

華
や
か
な
歴
史
が

あ
り
、
そ
の
歴
史

に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
の
風
格
や
伝
統
的

な
祭
事
、
美
し
い
自
然
環
境
が
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
過
去
の
結
晶
で
あ
る
文

化
遺
産
を
し
っ
か
り
と
守
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
都
市
機
能

を
加
え
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
と
心
を
通

わ
せ
て
、「
令
和
」
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
山
口
な
ら
で
は
の
都
市
文
化
を
育

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

トライあしたへ


